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豊かな社会と技術

はじめに

司会（向坊日本エ学アカデミー会長）本年の総

会特別講演を永野健会員にお願い致しましたとこ

ろ，極めて御多忙中のところ御'快諾を頂き感謝致

しております。永野さんについては，その御活躍

は，連日新聞・テレビ等で報ぜられており，皆様

御存知のことで，特に御略歴等御紹介するまでも

ないと存じますので，早速「豊かな社会と技術」

と題する御講演に入りたいと存じます。それでは

永野さんよろしくお願い致します。

永野ただいま御紹介にあずかりました，私,三

菱マテリアルの永野でございます。本日はこの日

本工学アカデミーの総会の席で，我国の技術を代

表される皆様方にお話し申し上げることが出来ま

すことは，まことに恐れ多く思うと同時に，私に

とっては大変光栄に存ずる次第でございます。

ただ，今日のお話し申し上げること，豊かな生

活になりながら，本当の豊かさにどれほど技術が

貢献できるのだろうかといったことを，私も考え

ておりますし皆様方も常々恐らく考えていらっ

しゃることだろうと思います。私が思いついたこ

となどをぽつぽつ羅列するだけで，正直に申し上

げまして，起承転結をつけようといっても，なか

なかつかない話でございます。そういうことをお

許し願いました上でお話させていただきたいと思

います。

永野健

1923年３月１７日雌まれ。

1945年９ﾉリ東京帝国大学第一工学部鉱山冶金科卒業
1953年１月～1955年８月

米国コロンビア大学ＷＩ学
1962年２月！:学博士
1945年10月三菱鉱業㈱入社（I:１１央研究所，噸烏粘錬

所，小名浜柵錬所，本社冶金部を歴任）
1982年６月三菱金脱㈱取締役社長
1990年12月三菱マテリアル㈱取締役会災
1991年５月Ｉ･Ｉ本経営者団体連盟会長

節23回大河内記念徴，第51回渡辺賞碑受徴，米国鉱
111粘錬澗油協会生産冶金技術賞，米国金臓学会ワールド
マテリアルコングレス批等受賞。藍綬褒蹴受素。

米国鉱物・金鵬・材料学会（ＴＭＳ）特別会員。

私は，ちょうど２年前に，はからずも日本経営

者団体連盟の会長を仰せつかりました。労働問題

については，全くの素人なのでございますが，皆

様のお力添えをいただいて何とかここまでやって

まいりました。私、身は今でもそう思っているの

ですが，自分の依って立つところは，あくまでも

技術屋であるということであり，若い頃からずっ

と金属の製錬の仕事に係わってきたことを誇りに

思っております◎

皆様御承知のように，現在は内外ともに極めて

不透明な時期にさしかかっております。これまで

の私どもの経験を延長するだけでは，先が読めな

い時代なのであります。そこで本日は，「豊かな社

会と技術」と題しまして，このような時代をどう

理解し，ｎ本の進むべき道はどうあるべきか，と

いうことなどについて，１１頃私が考えております

ことを，まことに備越ではございますが皆様にお

話し申しあげたいと存じます。

目下の景気と春闘

まず鍛初に，現在の最気といわゆる春闘，これ

は私ども日経連の商売でございますので，一言だ

けお話しさせていただきたいと思います。

一昨年の春以来の国内の紫気の低迷は，このと

ころようやく底を打ったかのように見えるのです

が，ここに来て急激な円商という又新たな要素が

加わってまいりました。’'1商に関しては，経済的
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豊かな社会とは

さて，混迷を極める11t界にあって，これからの

日本の生きる道は何なのか，そしてこの中で我々

の技術は何をなせるのか，ということでございま

すが，まず最初に，蝦かな社会ということについ

て，私が感じておりますところからお話し申し上

げたいと存じます。

束ヨーロッパ，ソ連の社会主義国家の政治，経

済の破綻によって，世界は再び｢フリダシ｣に戻っ

てしまった感じがいたします。結果論ではありま

すが，東側の世界，特にソ連は，この７０年間を無

駄に使ってしまったとしか言いようがありません。

国民は全く惨めであります。ユートピアを目指し

たマルクスの思想が，結局はユートピアには行き

着けなかったのでございます。経済の観点からす

れば，共産主義は，豊かな生活を保証するミニマ

ムな条件さえ，達成することが出来なかったとi言|:’

せましょう。

この最大の理由は,技術の停滞･立ち遅れにあっ

たのだと私は思います。リカードからマルクスに

受け継がれた労働価値説によれば，財とサービス

の価値は，その生産に必要な労働量によって決定

されるということなのですが，現代の大量生産方

式においては，人よりも機械が主体となっている

のであります。

この限りでは，戦後の日本は，良くやってきた

のだと思います。むしろ生き残るための唯一の手

段として，技術を発展させ，その結果世界にも貢

献してきたのであります。少なくとも，不安定な

戦後世界の中では，日本は比較的幸せな国であっ

たと申せましょう。

に苦しいi愉出産業と，逆に極めて快適な国内産業

との両方がありますので，マスコミの論調からは，

ひと頃の暗いムードが消えましたし，株式市場も

少なからず元気を取り戻してまいりました。少な

くとも心理的には，世の中は明るいムードを1,1復

しつつあるように見受けられます。しかし，最終

的な個人消費や民間の設備投資が本格的に立ち直

るのは，まだまだ先のこと，早くとも本年末から

来春にかけてのことだと思いますので，政府の方

にも，これからのマクロの景気の舵取りを間違う

ことのないように願っているものであります。

この度の労使の賃金交渉に際しましては，私ど

もも一段と厳しい姿勢で臨みまして，おかげで各

方面から様々な批判をいただきました。これにつ

きましては，私自身は，企業経営の実態もさるこ

とながら，やはりこのような歴史の転換点に当

たっては，長期的な視点に基づいて慎重に考え，

行動することが大切であると思ったからでありま

す。今回の不況も単なる景気の循環に加えて，こ

こ数年の資産価格の高騰と，行き過ぎた消費と設

備投資の後始末をしなければならないというとこ

ろに大きな問題があります。

私は，土地や株式だけでなく，賃金にも「バブ

ル」があり得るのではないかと思うのであります。

これだけはどうしても避けなければなりません。

例えば米国では，組合が強くて経済の実‘体以上に

賃金が上昇した時期がございました。国内産業の

海外への脱出や，その後は逆に賃金の．低下を招く

結果になっているのであります。特に現在の日本

の労働生産性は，製造業の一部を除いては，まだ

まだ米国などよりも低い水準にあることが認識さ

れて然るべきでありましょう。

この度の春闘による平均賃上げ率は，４パーセ

ント弱にとどまったようでございます。私は「賃

金のバブル」はいけないとilIしましたが，適正な

ベース・アップは決して否定するものではありま

せん。必要だと思うのであります。働く者が，次

の時代，次の世代に夢と希望を託せるのは，やは

りベース・アップがあるからであります。この意

味では私ども企業の方も，もっと頑張らなければ

ならないと思う次第でございます。
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豊かな社会と技術

しかし，先程私が，世界が「フリダシ」に戻っ

たと言いましたのは，社会主義経済は崩壊しまし

たが，決して両側世界のシステムも今のままでよ

いという訳ではないからであります。マルクスの

求めたユートピアと，公平な分配という社会主義

の理想はそのままになっております。考え方に

よっては，この人類の永遠の課題が，そのままこ

れからの自由主義経済に投げかけられた，と言っ

てもよいのだと思います。

２



|労働時間と余暇

次に，労働時間と余暇という問題で，労働時間

は今年よく問題になりました。

私ども'二l経連に関係のあります｢労働時間短縮」

の問題についても，私は，国民が労働時間だけで

なく，生活時間全体のあり方について良く考え，

しっかりした見識を持たなければならないと思う

訳であります。

勿論，仕事の能率を上げて拘束的な労働は少な

くするに越したことはありません。しかし，古来

我国では，労働は悪いことでも，苦役でも，又単

なる生活の手段でもなく，それ自体が人生の目的

と自己実現の方法として，生活時間の中に組み入

れられてきたのだと，私は思うのであります。

私は，ここのところが非常に大切だと考えるの

でございます。昨今，日本型経営の善し悪しがよ

く議論に上りますが，日本の企業にあっては，従

業員が，自分の労働に相応の賃金を得るという以

上の価値を認めているところに，その特色と強さ

があるようにも思う訳であります。私は，労働と

余暇，すなわち自由時間とが，互いに対立する関

係にあるものではないと思います。自由時間を増

やして，お仕着せのレジャー施設がいくら増えて

も，それだけでは生活が豊かになるとは申せませ

ん。

要は一人一人が，それぞれの個性に応じて，労

働にも余暇にも，生活時間全体に自分の生きがい

を感じられるような社会が望ましいのだと思うの

であります。そういう訳ですから，企業にとって

は，数字に表れる労働時間以上に，従業員がそこ

に生きがいと働くことの喜びを求められる職場の

環境を造らなければならないということになりま

す。

こう考えてまいりますと，我々にとって大切な

今世紀における技術の進歩と大量生産方式の確

立が，物質的に豊かな社会づくりに貢献してきた

ことは，疑いありません。生活必需品の普及は勿

論のこと，交通・通信手段の革新によって，我々

はこれまでには得られなかった移動の自由と，生

活空間の広がりを手にすることが出来たのであり

ます。

しかし，経済と技術の進歩は，豊かな社会を建

設するための必要条件ではあっても，決して十分

条件とはなり得ません。ここのところが，これか

らの世界の重要な課題でありましょう。少なくと

もこれまでは,技術が２０世紀の世界をリードして

きたのですが，技術が人間のメンタルな問題まで

をも解決することは，出来なかった訳であります。

これからは，技術をどのように利用して，便利さ

を人間の幸せにつなぐことが出来るのか，社会シ

ステムの改革とも相まって，大切なところだと思

います。技術の更なる発展を願う我々が，この課

題に対･して決して無縁な立場にある訳ではござい

ません。

済成長だけに求めているのだとしたら，まことに

心もとない話であります。

私は，何事にも，均衡を欠くことがあってはな

らないのだと思います。経済の発展と，国民生活

のメンタルな而の向上と，モラルの改善とを，ど

のように調和させるかということが，これからの

重要な課題であると思うのでございます。

f日舞
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国民の選択｜

さて，昨年の６月には，御承知のように，政府

の「生活大国五ヶ年計画」が発表されました。こ

こで私は，観念的な数字や制度の枠組みにとらわ

れるだけでなく，国民各層が，本当に豊かな生活

とは何なのか，我々自身が何を求めているのかを，

議論することが大切だと思うのであります。盤か

な社会とは，国民一人一人に係わる課題であり，

どのような社会を建設するのかは，結局国民の選

択によるものであります。

最近読んだ雑誌によれば，フランスでは，ミッ

テラン社会党の‐世界一の福祉政策によって，バカ

ンスは増え，社会保障は充実したが，このような

過保護社会が却って国内の経済を悪化させ，この

３月の総選挙の敗北を招いたということでありま

す。

一方，京都大学経済研究所長の佐和先生は，

｢ＧＮＰの成長は，国民生活の質的向上のための，

必要条件でも十分条件でもない｡」とさえ言い切っ

ておられるのであります。今度の五ヶ年計画にし

ても，豊かな社会のよりどころを，これからの経

EAJInformationNbB6/１９９３年９月３



のは物理的な時間ではなく，時の過ごし方という

ことになりましょうか。私は政府の方針に真っ向

から反対するのではありませんが，労働時間の短

縮については，そう性急に構えることはない，と

りあえずはアメリカ，イギリス並みの,年間1,900

時間台を｜|標にしようと言っているわけです。先

程も申し上げましたように，日本の産業界の労働

生雄性は，一部を除いてまだまだ劣っているから

であります。

それに，我国の今後の高齢化社会を考えますと，

長期的には，確実に労働力不足の時代がやってく

るのであります。高齢者にも，応分の働きをして

いただかなければならない時代になるのでありま

しょう。しかし，歳をとっても働き続け，余生を

楽しむ時間が無いというような社会では困ります。

しかも，誰しも自分がいつまで生き続けられるの

かは判らないのであります。

このような状態を解決するために，私は年間労

働時間ではなく，生涯労働時間という考え方を取

り入れてはと，いつも言っている訳であります。

すなわち，元気があり金も必要な若い間は，年間

3,000時間でもよろしい，うんと働く，そして例え

ば60歳を過ぎたら，自分の体力と好みに応じて，

年間１，０００時間位でも，仕事と余生の楽しみを両

立させて社会に貢献していただく，というもので

ございます。

勿論これからの時代は，人間の体力が衰える部

分は機械が存分に補ってくれることになろうかと

存じます。このような生涯にわたる労働時間の配

分がうまく機能するようになればと，私はいつも

願っている次第でございます。

幸せの青い鳥を求めて

戦後この方，私どもは遮二無二働いてまいりま

した。どういう社会を造ろうというのではなくと

も，ただただ物質的に満たされたいとの，はっき

りとした目標があったからでございます。その意

味では私どもは，まことに幸福だったと思います。

ただここに来てその目標に到達してみると，初め

て物質と文化レベルの大きなギャップに気がつい

たということなのでありましょう。生活の便利さ

を蛸すことだけが，そのまま幸せには決してつな

‘

がらなかったのでございます。

しかし我々は，常に幸せの青い鳥を求めて努力

しなければならないのだと思います。これは永遠

の課題でもありましょう。後にも述べますが，今

後とも技術の進歩を止める訳にはまいりません。

いささか逆説的に聞こえるかも知れませんが，私

は，本当の幸せとは，幸せを求める行為そのもの

にあるのだと思うのであります。

以上，ここまで頭に浮かぶことを次々とお話し

してまいりましたが，以下現実的な話に戻りま

しょう。

うつりゆく世界

さて，冒頭私は，現在の世界は混迷を極めてい

ると申しました。私どもは今，東側世界の経済の

再建という課題に加えて，かつての米ソ両大陸'の

力の均衡によって押さえ込まれていた様々な形の

民族紛争，宗教，文化に起因する摩擦まで抱え込

むことになってしまいました。

ここ数年の世界の変化を見ますに，社会主義体

制の崩壊と同時に，米ソ二大大国の指導力の後退

ということが，極めて重大な意味をもっているの

だと思います。際限のない軍事費の支出は，ソ連

だけでなく，米国自身の財政と経済までをも，お

かしくしてしまったのであります。政治，経済の

システムは異なるとはいうものの，程度の差こそ

あれ，両大国は，本質的な同じ様な問題を抱えつ

つここまで来てしまったのだと，私は理解いたし

ます。したがって，ソ連が消滅した今，米国とい

えどもこれまでの２０世紀をリードしてきた活力

は，余り期待できないのではないかと思うのであ

ります。

それでは，大国の力無き世界を規定する要悶は，

何なのでありましょうか○蝦も難しいのは，民族，

宗教，文化の違いに起因する摩擦と紛争でござい

ます。この根底には，長い歴史を貫いて流れる人

間相互の憎しみと，民族の誇りが，錯綜して横た

わっているからでありましょう。ここでは，まさ

に国境とは何かということが，改めて問い直され

ていると言ってもよいのであります○’1~Iユーゴス

ラビアやカンボジアの情勢を見るかぎり，国連の

宙ー、
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伊戸心

活動にも限界があるようでございます。政治，外

交上の力の均衡に頼るだけでは，事態を根本的に

解決するには至らない訳であります。

経済の安定こそが発展の鍵

そこで私は，これからの世界の安定の鍵を握る

のは，やはり経済の発展と，これを支える技術で

はないかと思うのであります。社会主義体制の崩

壊とそれに続く混乱も，政治，外交上の失敗もあ

りましたが,結局は経済の不振に,その原凶があっ

たのであります。最良の方法とは言えないかも知

れませんが，経済の発展は，国民の生活を安定さ

せるための必要条件の一つとして極めて重要であ

ると思います。日本と，これに続くアジア諸国の

発展と安定は，まさにこの路線に沿った結果なの

でございます。

幸いにして経済には国境がありません。いや，

経済に国境は必要がないと言い換えた方がよいの

かも知れません。このためには我々は，自由経済

と自由貿易を守る努力を，怠ってはならないと思

います。民族主義と保護主義の台頭によって，１１ｔ

界の経済までもが硬直化するような事態だけは避

けなければなりません。この点に関しては，｜|下

の米国の新政権の動向がいささか不透明ですが，

少なくともこれまで自由貿易の恩恵を受けてきた

日本人が，この体制の維持と発展に努力する責任

は，特に大きいと存じます。

ここ２，３年，東側世界の混乱が余りにも大き

かったため，こちらの方だけにI:1を奪われがち

だったのですが，南北の格差と発展途上の国々の

問題は，依然として世界の重要な課題です。世界

の，いまだ貧困から抜け出せない国々の人｢Iの大

きさを考えますと，先進諸国はある程度の犠牲を

強いられるとしても，調和のある111:界経済の拡大

が不可欠であります。成熟の域に達した先進社会

の今後は，又別に論じられるべき問題でありま

しょう。

躍進するアジア

さて，混沌とした世界情勢の111で，ひとすじの

光明は，最近のアジア諸国の躍進でございます。

私も昨年は東南アジアを，そして先月の４川には

I|｣国を訪問しまして，現地の人々にじかに接する

機会を得ました。人|｣が集中している地域である

ことは勿論ですが，発股のテンポと，そこにみな

ぎる活気は凄まじいものでございました。しかも

話をする人々は，皆大変な脚信を持っているので

ございます。ここでは，国が発展し，’'1分たちの

生活が良くなるという希望があるからこそ，みな

一生懸命働くのだと思います。

’'１IEIは社会主義市場経済などということを隅え

ております。しかし生活レベルが上がれば，中国

も必ず民主化するという人もおります。私もそれ

を望んでおります。したがって例えばアメリカな

どのように，民主主義と人権だけを叫んでいるだ

けでは，事態は前に進まないと思うのであります。

すでにここでは，国民は経済を信じて，ひたすら

走っているのであり，それなりの成果も上がって

いるのでございます。

勿論長期的には，盗源とエネルギーの供給の問

題など，何らかの制約があるのは間違いないで

しょう。しかし，このアジアの活気を，人々に将

来の希望を与える良き模範として，世界に押し広

げることは出来ないものでしょうか。’1本もアジ

アの一員として，この地域に係わりを持たない訳

にはまいりません。むしろ私には，このアジアの

発展の中に，Ｈ本の将来を見ることが出来るので

はないかと思う訳であります。

日本の生きる道

さて，それではこれからのＦ１本の生きる道につ

いて，私なりに考えておりますところを，もう少

しI:l1し上げてみたいと存じます。

1-1本の経済は，そして’1本の社会もであります

が，まさに一つの転換期を迎えているのでござい

ます。これまでのような，ひたすら経済成長を追

い求めていた時代は終わったように感じられます。

目.|<の不況の術喋的な部分は，いずれ'11|復する

ものとしても，この間に企業と，そして産業界全

’体は，椛造改敢と体質の改稗を迫られることにな

りましょう。凶Lもは，物質的に満たされるだけで

はなく，ゆとりと粘神的な蝋かさのある生活を求

めるようになったので､ございます。すでにＧＮＰ
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に占めるサービス業の割合が60パーセントを超

えるということは，この傾向を如実に物語ってお

ります。

一方外に向かっては，世界の国々との協調が，

一畷要求される時代になってまいります。これは，

すでに経済の超大国になった日本が，その寅任を

避けては通れない道なのであります。

成熟した社会の課題

私は，このことは，日本以外の社会が成熟した

先進諸国にも，同じ様なことが言えるのではない

かと思っております。２０世紀の我々は，アメリカ

人の編み出した大量生産方式にならって，生活と

文化を支える「モノ造り」に勤しんでまいりまし

た。特に日本は，これを忠実に実行してきた訳で

あります。しかし，ここに来て物質的に満たされ

て初めて，文化と生活のあり方そのものの大切な

ことが，認識されるようになってきたのでありま

す。

これからの先進国に必要なのは，拡大の経済学

ではなく，均衡の経済学なのでありましょう。こ

れは，我々にとっては初めての経験でございます｡

もともと，これまでの資本主義は，限り無き成長

を前提として，考えられてきたのだと思います。

しかし，工業化の発展に伴う環境問題と，我々の

利用し得る資源・エネルギーの制約によって，こ

れはあり得ない姿であることが，だんだん判って

まいりました。少なくともこれまでは，人間活動

が環境に与える影響は，これも地球の環境容披が

限り無く大きなものとして，外部不経済として処

理されてきたのでございます。

私は，この問題を解決するには，資源とエネル

ギーのリサイクルに係わる技術開発と，社会シス

テムの構築が，重要な役割をはたすようになると

思うのですが，これからは，このような分野まで

もが経済システムの中に内部化され，重要な要素

の一つとして組み入れられなければならないのだ

と思います。

貿易黒字と克服すべき課題

さて，現実の問題に戻りますと，私は，、下の

'1脳の原困となっております日本の大きな黄易黒

６

字を何とかしなければならないと思うのでござい

ます。この貿易黒字こそが，我国と諸外国との経

済摩擦の元凶であり，これを是認している国内の

制度は，国民が勇気をもって改革する方向に，向

かわなければなりません。

まことに奇妙な話ですが，この'-1本経済の強さ

を象徴しているように見えます貿易黒字と円高の

メリットが，末端の消費者には殆ど還元されてい

ないのが実情なのであります。それに円商と申し

ましても，現在のレートで国際競争に耐えうる産

業は，製造業の極く一部に過ぎないのも，又事実

であるということです。

繰り返して申しますが，このような歪みと，国

内産業のアンバランスをもたらしている諸制度を，

我々は，痛みを伴う部分もありましょうが，勇気

を出して改革していかなければならないと思いま

す。これを実行することによって，輸入の拡大，

国内物価の引き下げ，日本経済全体の生産性と国

際競争･力の向上という，まさに一石三烏の効果を

期待することもできるのであります。

逆に，円高による輸出の減退を招くという，縮

小均衡に向かうようなことがあってはならないと

思います。我々に課された目標は，国内経済を安

定させ，国民の豊かな生活を実現し，合わせて国

際的な期待にも報いるということなのだからでご

ざいます。

日本的経営と経営のモラル

さて，我国と諸外国との経済摩擦が問題になる

につれ，日本的経営のあり方が，よく議論される

ようになってまいりました。勿論，我々の企業活

動の中に不公正，不透明な部分があるとすれば，

これは正していかなければなりません。

しかし私は，企業経営も一国の文化を代表する

ものだと思うのであります。国際化とは，世界が

均質化することではなく，互いに相手の文化を理

解し合うことにあるのだと思います。この意味で

は，国によって，それぞれ異なった個性のあるシ

ステムがあるのは，又当然のことでもあります◎

私は先程，日本的経営の特色は，労働の価値を

貨幣の尺度で測るのではなく，これを自己実現の

方法として受け止める日本人の勤労感にあると申

‐へ
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しました。この日本人の「勤勉さ」それ自体が，

外から批判される筋合いのものでは，決してない

と思います。むしろ，これは，欧米における初期

の資本主義精神を支えてきたピューリタニズムに

も共通するところなのでございます。

それにもう一つの日本的経営の特色は，私ども

企業人が，短期的な利潤の追求ではなく，事業を

永続させることを第一義に考えていることであり

ましょう。これは，もともと明治の初期に，鉱山，

炭鉱，鉄鋼のような大きな産業は，政府が直糖事

業として始めたものですが，これが民間に払い下

げられたことにより，事業はお上から預かったも

の，すなわち公共的なものとして取り扱われてき

た事実が，根底にはあることであります。日本の

システムについては，よりよき姿で次世代に事業

を引き継ぐことが何よりも大切にされてきました

ので，これにもとづいて起こる現象の中には，外

国には判りにくいものもありましょう。

いずれにしても，自由主義が利己主義と結びつ

くようなことがあってはならないと思います。

我々に与えられた自由とは，アダム・スミスの説

く公共的な責任を伴ったものでなければならない

はずであります。この意1床では，私ども企業人自

身が，常に公正なモラルを抱いて行動しなければ

ならないことが，強調されて然るべきでありま

しょう。

国際協調の時代：

これからはどのような国にあっても，一国の繁

栄は国際的な協調なくしては考えられない時代で

ありましょう。国と国，地域と地域を結ぶ，より

水平的な分業が進んで全体が繁栄することによっ

てのみ，自国の繁栄も約束されるということにな

るのだと思います。

日本も例外ではありません。日本だけで，何か

ら何までやれる訳ではないのであります。私が先

程，アジアの躍進の中に日本のこれからの生きる

道を見出す，と申しましたのは，こう言った意味

合いからであります。我々が，まずアジアの人々

の生活の向上に貢献出来るとすれば，それはとり

もなおさず，我々日本人の幸せにも繋がるのだと

思うのであります。そして，我々のこうした努力

を･世界に拡げることによって，経済摩擦ではなく，

世界の人々からの信頼と尊敬が得られるのだと思

うのであります。

これからの技術と社会

それでは最後に，これからの日本の技術と産業

について，私が思いつきますところを少し述べさ

せて頂きたいと思います。

いささか手前ミソになりますが，一昨年，私が

日経連の会長を仰せつかった際，私は「透明な社

会の建設｣，「労使関係の安定｣，そして｢技術立国」

という３つの目標を掲げました。これまでの日本

の発展は，まさに「国民の勤勉さ」と積極的な技

術の研鎖によって支えられてまいりました。私は，

将来とも日本の生きる道は，技術開発を通した国

際貢献の中にしか，見出せないと思うのでありま

す。

文化を創造する技術

しかし，すでに申し述べましたように，日本の

社会と経済は一つの転換点にさしかかっているの

であります。技術もこの例外ではあり得ないで

しょう。大まかに申しまして，これまでの技術は，

大量生産による規格化された製品を通して，一貫

して生活の利便性を追求してまいりました。しか

し,ひと通りこのような品物が普及しますと,人々

は規格化された製品による，規格化されたライ

フ・スタイルに飽き足らず，新しい価値を伴った，

より個性的な生き方を求めるようになったのであ

ります。

現在の個人消費の伸び悩みを，単に不況の一つ

の現象として捉えるだけでは説明はできません。

消費者に物を買う金がないからではありません。

買いたい品物が少ないからなのです。ハイビジョ

ンなどと申しましても，ひと頃の白黒テレビが｢色

ツキ」になった時のようなインパクトを与えるも

のではないようであります。これからの製品は，

人間の手足や五感にとって代わる便利なものから，

製品というハードの上に，何か，ソフトと申すの

でしょうか，新しい価値を付･け加えたものでなけ

ればならないような気がするのでございます。
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この意味では，一時は苦境に立たされていた繊

維産業や造船業のきめ細かい技術開発に対する先

駆的な努力には，見習うべきところが多いかと存

じます。並産は，これまでの技術の成果ですが，

これからは，コンピュータを駆使した管理技術に

よって，多品種少量生産も効率良く行われましょ

う。又製造と流通の有機的な統合も可能になりま

す。

少々大袈裟な表現かも知れませんが，これまで

の技術が，生活と文化を支える道具であったのに

対して，これからは，技術が新しい文化を創造す

るという時代にならなければならないのではない

でしょうか。

これからの産業

もう一つの大きな変化は，日本の技術は，すで

に多くの分野で世界の先頭を走らなければならな

くなったということです。これは我々が単なる技

術職人から脱皮して，これからの文化を担う技術

者としての，自覚と誇りを持たなければならない

ことを意味するものでありましょう。そして先を

行く者，先駆的な役割を課された物としての，試

練が待ち受けているのでございます。

以上のような環境の中で，私はいつも言ってい

るのですが，日本の製造業，すなわち｢モノ造り」

の活力だけは，失われてはならないと思うのであ

ります。ハイテクの世界だけではなく，素材.産業

を始めとする，これまでの基幹産業も重要なので

あります。ハイテクといえども，これを支えてい

るのは，様々な分野の産業からなる，我国産業の

裾野の広がりであります。ハイテクに対してロー

テクなどと言う人もおりますが，ローテクなくし

てはハイテクも育たないと言うのが，私の意兄な

のであります。

基幹産業を衰退させた，アメリカの轍を踏んで

はなりません。先端技術の分野も，基幹産業も，

その持てる技術を互いにフィード・バックし合っ

てこそ，共に健全な発展が期待できるのではない

でしょうか。いかなる経済体制であれ，いかなる

貨幣価値であれ，又どまでハイテクが進んだあと

であれ，・世界の人々が必要とする絶対･的な価値を

失うことのないものを，我々自身が造り続け，そ

８

の能力を維持しなければならないと，私は思うの

でございます。

そのためには，私は，今ここで，我々にとって

必要な，最小限のアクテイヴィティーは何かとい

うことを，整理しておかなければならないと思い

ます｡豊かな国民生活を保証するＧＮＰ,蝋境の保

全，それに対外的な援助に要する識用を生み出す

活動なのですが，勿論，経済の効率を落とす訳に

はまいりません。これは基本であります。

しかし，ただ一つ私も判りませんのは，将来は

如何なる産業が，日本のリード役をはたしてくれ

るのかということであります。少なくともこれま

では，それぞれの時代に，国全体の景気を牽引す

る産業がございました。戦後だけをとり上げても，

石炭と化学肥料から，鉄鋼，造船，化学繊維など

を経て，現在の自動車，工作機械，エレクトロニ

クスに至っている訳です。情報通信，そしてこれ

は時間がかかるかも知れませんが，バイオ・テク

ノロジーなどの新技術に対.する期待は大きいと思

います。しかし，私は，既成の産業でも，市場の

要求に応える技術開発と，体質の改善を怠ること

さえなければ，将来とも変わらぬ地位を保ち得る

のだろうと思うのであります。

新技術だけではなく，これまでの先進基盤技術

も更に発展させて，効率を高める努力を，怠って

はならないと思うのでございます。いずれにして

も，これからの日本は，国内産業を維持し，同時

に新しい技術の開発を通して世界に貢献しなけれ

ばならないという，宿命を背負っている訳でござ

います。

独創的な技術を

さて，日本が技術開発の先端を走らなければな

らないとすれば，これからは，一隅独創的な研究

と，斬新な技術の芽を育てる必要があるように思

えます。

我国は，欧米からよく「基礎研究タグ乗り論」

ということで，非難を受けますが，私は，日本人

が基礎に弱く，独創性にも欠けるとは決して思っ

ておりません。ただ言葉の壁もあり，また殆どの

学会が欧米中心に偏っているため，口本人の業紙

がアピールしにくいということもあるのではない

ー、

ー、
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力闘と思うのであります。

しかし，民間部門の技術開発費はそれほどでも

ないのですが，基礎研究に係わる公的研究費の割

合が欧米に較べて少ないのは，問題がありましょ

う。この点は改善されなければなりませんが，私

は，今の日本にとっては，研究費だけでなく独創

的な研究を尊重し，これを育む風土を造ることが

大切だと思うのであります。そのためには，技術

開発だけではなく，基礎科学の方にも大いに力を

入れなければならないのだと思います。

科学と技術は経済を介して結びつくと言います

が，これからは文化の時代であります。科学は，

まさに国民の知的好奇心を満足させる，国の文化

そのものでございます。技術でさえも，これから

は経済の単なる道具ではなく，もっと文化的な要

素を取り入れなければならない時代になったので

ございます。

このような時代の要求を満たすためには，大学

を始めとする公の研究機関のはたす役割が極めて

大きいと考えます。優秀な研究者を育てる組織は，

内向きであってはなりません。常に外に対して開

かれたものでなければならないと思うのでありま

す。大学の最近の事情はよくわかりませんが，旧

来の慣行に囚われることなく，どんどん新しい研

究分野を拡げ，良い意味でのアカデミズムを取り

戻して欲しいと思います｡最近,工業技術院の｢つ

くば」の方では，組織と研究体制を大改革して内

外の研究者，研究機関との交流の機会も拡げたと

いうことですが，これはまことに喜ばしく思いま

す。

ただ，組織もさることながら，私ども企業にも

有りがちなことですが，日本人特有の集団主義，

横並び主義から，せっかく面白いアイディアが生

まれても，それが異端視されてしまう危険がない

とはいえません。既成の概念に反する考え方を，

頭から異端と決めつけるところには，独創性も，

新しい活力も期待するのは無理でございましょう。

我々も気をつけなければならないところだと思い

ます。

技術の社会性

最後に，私が申しあげたいのは，これからの技

術の社会性ということであります。技術が単なる

モノを造る手段であった時代はともかく，これか

らの技術は社会の仕組みと密接な関わり合いを

もってまいります。しかも技術は巨大化，システ

ム化し，その一方では，細分化，専門化する傾向

にあるのでございます。一人の技術者でさえも，

全体を正確に把握することは，難しいのかも知れ

ません。こういった状況下で，国民は技術とそれ

を受け入れる社会システムについての理解と選択

を求められる訳でございます。

具体的には，向坊先生の御専門であります原子

力技術や，これからの地球環境とリサイクルの問

題などがございます。私自身は，特に原子力開発

は，是非とも軌道に乗せなければならないと思っ

ているのであります。これは，少なくとも現在の

ところは，地球環境とエネルギー問題を解決する

唯一の手段であると考えるからであります。しか

し，国民のコンセンサスをどうやって築き上げる

のか，ここに最も大きな問題があります。

私は，これからの技術者は，自らが独善に陥る

ことなく，広く自分の係わる技術の社会性にまで，

目を向けて欲しいと思うのであります。そして，

良く判りませんが，これは社会工学とでも呼ぶの

ですか，技術と社会を結ぶ研究分野が，もっと進

んでもよいのではないかと思うのであります。こ

れからの技術者は，もっと密接に社会に係わり，

国民に提言できるようにならなければならないの

だと思います。

おわりに

マサチューセッツエ科大学のレスター・サロー

教授は，「情報通信の発達によって，これからは天

然資源と資本は,どこに居ても手に入る。したがっ

て，これからの強い国の条件は，人と技術だ｡」と

言っておられます。又東海大学の唐津先生は，「こ

れからは，日本でしか出来ないものを造らなけれ

ばならない。これからは知的資源こそが重要な時

代になる｡」とおっしゃっておられます。

まさにこれこそが，今後の日本が歩まなければ

ならない，道なのでありましょう。しかし，・世界

の先頭を走るということは，我々にとっては初め
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ての経験であり，苦しみを伴うものかも知れませ

ん。これからの技術開発と技術移転のスピードは，

ますます早くなりましょう。しかも新しい技術の

開発には，莫大な資金を必要とします。これは先

を行く者が，永遠に背負わなければならない宿命

でもありましょう。

しかし，例え苦しみはあるにしても，次の時代

に血けての世界に貢献するという，明確な目標が

ある限り，我々はまだ恵まれているのだとも言え

るのではないでしょうか。そして技術が豊かな社

会を創造するのだという希望がある限り，私は技

術の進歩は無限であると信じたいと思います。

長時間の御清聴，まことに有難うございました。

(永野会長から講演原稿に手を入れた蚊終版原稿を頂

きましたので，それをもとに編集させて頂きました。

その際下記をつけ加えて来られましたので岐後につ

け加えます｡）

般後に一つ付け加えさせて頂きます。この３月

にＮＨＫテレビで，会津奥只見の門前町の，８３歳

になる菓子造り職人の話を聞きました。

「自分が機械に負けないようにするには，倍働

かなければならない。そして機械には出来ない味

を出すことによって，お蔭でお客様にも喜んで貰

える。これが自分の生きがいなのだ｡」ということ

であります。

長々と，まことに大雑把な話を致しましたが，

私の言いたかったことも，この老職人の短い言葉

の中に生きている精神につきるのでございます。

向坊永野会長,大変有意義なお話をいただきま

して，厚く御礼申し上げます。お忙しいところを

よくこれだけ短くまとめていただいたものと思っ

て，感心して伺っていた次第でございます。

般近は，技術と社会の問題というのは，だんだ

ん我々の中でも大きな問題になっておりまして，

今日来ておられる児玉先生などもその勉強にアメ

リカに行ってこられたようなものだと思うのです

けれども，我々，技術を一生懸命やっております

けれども，もっと大事なのは豊かな社会に向けて

の技術であるということを非常にわかりやすくお

話しいただきまして，本当に有難うございました。

皆様，感謝の意を込めて拍手をお願いしたいと

思います。（拍手)。
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